
( 極東鮭鱒漁業問題協議会紀要り 達 文献 ) より 

アムール河の 秋鮭 の 発生 上 

エ ヌ・ エ ヌ・ディスレル 茗 : 

大 序 至 耳 延択 

現在の研究課題は ，天然及び胎化場の 槽 鮭の胚に対し 光は恐い影響を 及 はす 。 そ 

内に於ける， 秋 鮭の発生過世の 特注を研究 の理由は胚は 充分暗い所に 順応して発生す 

することにあ った。 発生の過程を 研究する るからであ る。 胎化 場 では光の悪影響を ， 

ことは，実際的な 問題解決に必要な 有機体 窓に ヵ一 テンをして除いており ，その 結呆 

の特性， 自己保存の為あ らゆる段階でのあ 脾化 槽には僅かに 分光が入るが ， 拙 い盆の 

らゆる条件下で 要求される有機体の 特性を 上に卵を収容し ， スタック内に 次々に盆を 

              という点で重要であ る。 重ねる事によって 影響を除いている。 

                                                                                          - 万 ソ 。 テ フ ロブスク胎化場の 水槽内の水温は 次 

に フ スク 脾ィヒ 場で入手した。 発生の観察が の通りであ る。 即ち l0 月下旬からⅡ月にか 

行われた卵は ， 5 尾の雌 親 魚から採卵 し ， けては 3.3-2.5 。 C, l2 月の初旬には 3.l 一 

5 尾の雄の精子で 受精させたものであ っ 3.2 。 C であ り， 天然産卵の卵が 発出する 卵 

た " 多精受精は広く 行われている 乾 遵法に 米内温度より l 一 l,5 。 C 低い。 温度の降 " ト " 

よった，受精卵と 同時に不受精卵も 入手し は水槽内の胚の 発生を若 廿 遅らせ，天然の 

・ た 。 受精卵と不受精卵は 共に， 同     . 条件下 卵 床 に比し 脾 化の期間が長びくが ，然し人 

で発生させた。 両者ともその 変化について 工的に胎化した 稚魚に思い影響は サー えなか 

の観察がⅠ ], われた。 僻仕 場では卵を脾化金 った。 

に 収容した，これらの 盆は，金属製の スタ                                                                                                       
  ，クに 次々に重ねられ ， 各 l0 枚一重ねとし                                                                                                   
た 。 顧み重ねたその 上を ， 卯の人っていな                                                                                                               
い 盆で掩い ， 重ねたものは 槽内の流水中に 酸素にも順応出来る 様になっている ，然し 

収容した。 この人工船化の 方式は卵の管理 実際に， べ ・ ヤ ・ レプニドヮ 0950 ノの 資 

に便利であ ると同時に，定期的な 卯の検査 料によると，テフロフスク 簿化場で 胎化器 

や死卵の摘出が 可能であ ることから便利で に供給されている 水では，冬期間の 各月に 

あ る。 は酸素量が 6.8 から 8.4me 八の範囲で変動 

この様に人工 脾 化の条件には ，生態学的 しており，焚炭酸ガスは ， l0 ． 5 か団 7mc ハ 

な特性とさして 矛盾もなく，胚は 発生しつ の 範囲で変動している。 べ ， ヤ ・レフ ニド 

づ げた。 ヮの 観察結果では ，槽に供給される 水に溶 
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存する酸素は ，天然の卵 床 の底本 02 一 3 

偕も高い。 槽内の水中 溶存 炭酸ガス量は ， 

特に胚が卵膜から 嫡出した後の 時期では， 

卵床 の廣木よりも 少し。 

水槽内で発生しつつあ る卵や稚魚に 対 

し，水中溶存酸素の 増加がもたらす 影響に 

・ 0 いては 未 だよく 分 っていない。 だが実際 
には， ぺ ・ ア ・コルジェフ 0l941a.b 、 l の 資 

料は，チョウザメの 稚魚に対し，酸素不足 

も酸素過剰も 共に害があ る事を立証してい 

る。 標準と比べて 発生時に於ける 水中溶存 

酸素量が過剰なことは ，造血器管の 機能を 

低下させ稚魚の 貧血を昂進させる。 この 観 

察 結果は，水楢内で 発生しつつあ る 鮭 稚魚 

に対し，過剰酸素が 悪い影響を及 はす 可能 

性のあ る事を示すものであ る。 

水槽の脾化金の 上で発生を続けている 卵 

は，細菌に よ る疾病にたえずさらされてい 

る。 

死んだ不受精卵の 卵膜上には， 粘 貨物を 

忠 わ ぜる様なサブロバレニ ャ や細雨が繁殖 

する。 若し異常障害のあ る卵が適時に 除去 

されなければ ，菌は，受精 し 発生を続けて 

いる卵をも殺す。 然し托卵を除去する 事に 

ついては異論もあ る。 細菌性の病気で 異常 

陣 害を生じた卵を 盆から除く場合， 又 清潔 

な 盆の上でも卵を 掻き回した様な 場合，胚 

はしばしば外傷を 受ける。 衝撃を受けた 胚 

は ，顕微鏡で検鏡 

してはじめて 見得 

る様な出血を 引起 

す。 - 般に胚の受 
けた外傷は，即座 

に胚が死ぬという 

形では現われず 

に ， 崎 型の出現を 第Ⅰ 図 受精後今期 

促 かし，後々の 稚 l 昼夜の活川 
風発育の過程ての 側面図，二分割 期 

稚魚の姥 死 率を高 

める。 鮭の仔 魚及ひ 発生の初期 更 に発生の 

おそい時期には ，激しい衝撃特に 打撃から 

守らなけれはならない。 

鮭の発生の研究では ，成熟期を除 き ，発 

生は胚 期 ， 仔 無期，及び稚魚 期に 区別され 

る。 

胚 期は卵黄嚢の 卵黄による有機体の 栄養 

を特徴とし， 仔 無期は   混成栄養を特徴 
とする。 仔 魚は外部から 餌を取ると同時 

に，卵黄裏 の卵黄による 栄養も引続 き 続け 

る。 稚魚期は鮭の 場合，卵黄 嚢 消失後直ち 

にはじまる。 この時期には ，鮭は混成栄養 

から主として 外都の餌による 栄養に移行 -r 

る D 
各時期は発生過程の 質的な差異によっで 

特徴 ず けられている。 卯の受精から 胚が 卵 

摸から船出する 迄の発生過程を 概略次に述 

べる。 

].  原形質の小斤 一 胚盤形成 期 

この期間は卯の 受精から卵割のはじめ ま 

で 継続する ( 卵質 に依って期間は 23-25 時 

間かかる ) 。 人工脱化の全期間の 平均水温 

は 3.4 。 C 。 胚盤の直径はこの 期の終期で 'l, 

均 0 ． 9 一 l,2mm 。 初期には四卵腔の 形成が起 

り ，油球は卯の 上 極に 伺って転位し ，                 
は硬化する。 受精後最初の 頃 は卵は柔か 

く，卵をひっくり 返すと卵膜内で 回転す 

る。 この時期の卵は 外傷に対する 感受性が 

鈍い。 この後者の特性は 適応の意義をもっ 

ており，卵を 地 - ド に 産卵するという 産卵の 

    力法に関連してい 

る。 この時期の終 

  

り頃 には，卯の外 

傷に対する感受性 

も強くなる。 この 

頃 になると卵黄襄 

の下部表面は 卵膜 

第 2 図 受精後会期 に 付着し始める。   卵の向を変える 

上 万からの 図 ，四分 と，卵細胞は ，卵 

  黄 嚢の外表が卵膜 

から離れるすぐその 後から回転を 始める。 

2.  胚盤の分割 期 
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今期 は一 23-25 時間から 8 星夜まで。 分 令 期は一 la-l9 から 24-25 昼夜。 嚢胚形 

割の始めから ( 割球の胞胚 ) 形成まで。 胚 成の初期から 初期の中胚葉 節 形成まで。 胚 

盤の直径は 0 ． 9-l.2 から l.4ma に伸長する。 盤の直径は 2.6 から 4.2 まで増大。 胞胚葉の 

卵割につれて 割球は次第に 小さくなり，そ 細胞の増殖が 始まる。 胚盤の表面は 平にな 

れと同時にその 表面は或る程度拡張する。 る。 その周縁は肥厚し ， 特に ( 縁堤 ) の形 

卵は外傷に対し 敏感であ る。 震動や衝撃は 成される部位で 肥厚する   原口上 居 。 
卵黄嚢の表面に 損傷を与え，その 内容物の ( 縁堤 》の拡張に伴って ， 《縁辺舌状物》 

囲 卵控 えめ流出を釆たす。 ( 第 l 一 3 図参 に変化する   胚楯 。 胚構 は 背 索を形成す 
  る 。 この期間の終りに 脳の部分が形成され 

3.  胞 胚 朝 
る。 全期間を通じ ， 卵は非常に外傷に 感じ 

やすい。 

今期 は 8 から l8 一 l9 昼夜。 ( 割球胞胚 ) 

形成から嚢胚初期まで 継統。 胚盤の直径 @ 
5. 胚の頭部及び 胴体部形成 期 

l.4 から 2.6Rma にこ増加する。 胚盤の円屋根を 命期   24-25 から 35-36 昼夜。 第 l 節 
忠わせる様な ，隆起した外側の 細胞層の形 の出現から第 46-47 番目の体節出現まで 継 

成。 胞胚 腔は ，こわれ易く 並んだ細胞で 潤 続。 胚の長さは 2.5 から 4.8n 瓜 第 6 図参照 j 。 

されている。 ( 第 4 図参照 ) 期間の初期に 脳の部分が分化し ， 眼の原 

基 が出現し ， 少し遅れて 耳 胞の原基が出現 
4. 胚楯 形成 期 

する。 この期間中に 尾 芽が 分化する。 期間 

  

OO ・ 

  アン ヒ円 Ⅰ     
第 3 図 lf 分捌 朋の 第 4 図 胞胚朋の胚盤 第 5 図 糞船形成 期の @ 。 モ L@l@ 
  ( 受精後 8 昼夜 30 分 )     固定 L. た 卯の スケツ 同定 l た 卵の スゲッ   
      

の 終り頃 に 尾 牙は卵黄嚢の 表面から分れ 今期   35 一 3A から 45 昼夜。 46-47 の体 
る。 胚の全体節部は 卵黄塵の上都は 連結し 節形成から 65 の体節形成まで 継統。 胚の長 

ている。 まっすぐな " イプ状をした 心臓が さは 4.8 から 6.5 一 7.0 伽 ( 第 7 図参照 ) 。 心 
形成される。 期間の終り頃 には胞胚葉によ 臓の弱い 技動 がはっきり起る。 鯉 蓋の分化 

の大部分がおおわれる。 それ が認められる。 眼に先立って ，嗅覚器官の 

と 関連して，卵黄 嚢 表面の卵膜えの 付着は p@acod の原基 ( 訳者 註一 青素動物発生に 

博旧 する。 この時期の終りには 卵は 外傷に 於ける感覚器官，あ る種の神経節の 起原 と   なる胚葉の肥厚を ょぶ ) が 出現する。 42 昼 

6 胚の尾部と胴体が 表面から独立する 卵黄雲の 時期 夜 表面から分離する。 ， 58 体節の時期に ， 肛門札 胚の尾部は卵黄嚢の が 形成される。 
胚はけいれん 性の運動を行 う 。 44 一 45 昼夜 



て ，胞胚葉による 卵黄 嚢 の 被 ふくは終る。 部 体節 42, 尾部体節 3lJ 。 この時期の終     
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に ，卵黄 嚢 表面から頭が 分離する。 胚は外 

傷に対する感受性が 比較的弱くなる。 ( 第 

9 図参照 ) 

今期   45 から 50 昼夜まで。 65 の体節形 
成から 7l まで継統。 胚の長さは 6.5 一 7 か 

ら 7,3@  8 伽 。 

    "" 。 """"" """ 雙ぃ " 、 " 卍 '" 
l/ イ   

第 G 図 7 体節 期 の 胚 ， 26 昼夜経世 
側面図， 固定した材料のスケッチ 

この時期の始にほ ?.9 体節までの胴体後部 

は卵黄轟の表面から 分離する。 胸 鮨の原基 

が生ずる。 血管内の弱い 血液の流れがはっ 

きりして来る。 血液は一定の 形態をもった 

要素の含有量が 少 く ，無色であ る。 卵黄謹 

上郡に皿島「訳者 註一背柱 動物発生の最初 
に現われる赤芽細胞，および ， これに関聯 

した血管を形成する 細胞集団 ) が現われ 

る。 ( 第 8 団参照 ) 
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合期   50 から 64 口。 胚の長さ 7.3 一 7.8 
からⅡ 沖 。 血液中に一定の 形態をした多く 

の要素と血色素か 生ずる。 初期の腎臓か 分 

化する。 肝臓か発生し ，肝臓一卵黄組織の 

脈管の機能 か 始まる。 眼に色素か現われ 

る。 体節の数は 73 。 則ち最大数に 達する (nld 

一
 
"
"
 

 
   

  

  

第 8 図 65 体節 期 の 胚 。 45 昼夜経過 

血液循環の始まり。 側面図 

9. 肝臓一卵黄組織の 血液循環 期 

      一 64 から 83 日。 胚の長さⅡからⅡ 

第 7 図 46 一 47 体節 期 の 胚 " 3f 昼夜経過 

側面図， 固定した材料のスケッチ 

而 。 腸管下一卵黄静脈は 錯綜する。 卵黄嚢 

の脈絡 網は ， 肝 一卵黄静脈を 通じて血液を 

受ける。 この時期の終期には 血管網は卵黄 

嚢 全表面をおおら。 体節の血管及び 頭部の 

血管 網 が形成される。 鯉の血液循環が 定ま 

る。 鯉蓋が 初期の鯉 弓 をおおら。 耳胞 に耳 

石が現われ，三半規管の 分化が始まる。 眠 

には色素が沈着する。 後部の尾部体節は 崩 

れ，その数は 減少し始める。 祠部の体節数 
はこれまで通り 残り て 40 一 4l), 尾部体節 

は 26 一 25 まで減ずる， ( 第 l0 図参照 ) 
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今期   83 から 95-l00 口。 胚の長さⅡ 
から i6 一 l7mm 。 腹 鰭及び不 対鰭 ， 即ち背 

鰭， 瞥 鰭の原基が生ずる ， 胚は胸鰭に よ り 

運動する。 黒色素胞が胸部及び 頭部に生ず 

  
  

第 9 図 7l 体節 期 の 胚 。 W0 昼夜経過 

卵黄襄の脈絡 網 分化の始まり " 側面図 
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る 。 この期の末期には 鯉弓 上に 鯉 弁の分化 

が始まる " Ⅱの漏斗は深まる。 上下の筋節 

の円錐体が形成される。 尾部の体節は 22 一 

23 まで減ずる。 卵黄嚢内の小さな 油球は -, 

つに集まり，大きな 油球となる。 胚は卵膜 

内で活発に回転する‥ 

Ⅱ． 口腔形成 親 

この期間中に 胚は卵膜から㍾ 出する。 今 

期   95 一 l00 から l28-l30 日。 胚の長さ 
は @6 一 l7 から 24 一 2.6mn 。 はの漏斗には 穴が 

あ く。 @l が形成される。 上ド の顎の原基 が 

現われる。 口には拙いⅡ 動 性を生じ，呼吸 

の機能が現われる。 鯉蓋は殆 んど完全に 鯉 

弓 をおおう。 頭 郎及び胴体の 上郡外表面に 

オレンジ色の 色素が現われる。 脾化 酵素の 

腺は頭の ド部表而 ，伽耶表面並びに 卵黄 嚢 

前部表面をおおっている。 胎化酵素の働き 

に依って卵膜は 軟化し，雌牛性を 欠 う 。 そ 

れは卵膜からの 肚の脾出を容易にする。 胚 

は l22.2 ト -l- 28 日 t Ⅱ ( 横貫温度 408 一 420 度 ), 
発育状態は 20 一 22mmi で卵膜から船出する。 

( 第 Ⅱ図参照 ) 。 期間中に下顎は 前方へ伸 

長拡大する。 ロは 水を鯉 器 管内に圧縮し 始 

める。 鰭の瑠山内にあ る，将来の背鰭， 瞥 

  ，，尾鰭の位置に ，骨格組織及び 骨格筋の 

分化が始まる。 前後にあ る嗅覚器管の 穴を 

分割する紐帯の 形成が始まる。 ヰ 胎内には 

二半規管が形成される。 側線 器菅は 小止を 

呈している。 側線は頭部や 胴体部及び尾部 

の例部表面上に 分布する。 色素の沈着した 

眼は動かない 胚は光に対して 反応しない。 

第 mo 図 体長Ⅱ mm の 胚 ( 、 6S 体節 ) 

64 日経過。 側面図 

接触に対しては 反応は常時的ではなく ，不 

活発であ り。 水流に対する 反応は弱い， 脾 仏 

器の平らな 底 0 上に胚は横臥し ，間断なく 
胸鰭を振っている。 平静を破られた 胚は， 

浮上しないで ，即ち卵黄嚢下表面を 舵化器 
の底に沿わして 滑らせる。 

卵の受精から 胚が卵膜から 脾 出するまで 

の間，発生には 特に温度，水中 溶存 酵素量 

及び光が影響する。 この間， 盆 内に収容さ 

れた卵の環境条件と ，天然の環境条件との 
差異は取るに 足らない程度のもので ，それ 

は発生の上には 現われない。 

受精の瞬間から 胚が卵膜から 脾 出するま 

では， 脾化 槽内で発生した 鮭の卵は，形態 

学的な特徴の 点でほ．天然の ， 卵 床の中で 

発生した 卵 と差異がないことを ，研究は物 
語っている。 魚に依って 卵床 内に産みつげ 

られた卵は，発生の 期間中，槽内で 人   C 胎 

化させられた 卵と ，同じ発生過程を 経過し 

ている。 

受精卵及び不受精卵にっ い -C 研究がなさ 

れた。 産卵した瞬間から 受精卵は不受精卵 
と異なり，受精卵の 卵膜には短期間の 間粘 
着性が起る。 この特性は不受精卵には 破け 

ている。 不受精卵はあ る -- 定の条件下で 

は ，人工船化の 全期間中生きていることが 

出来る ( 低 水温，衝撃を 与えないというこ 

とは，不受精卵の 生存を維持するために 好 

都合であ る ) 。 べ ・ ァ ・ モイセエ フ氏は， 

不受精卵が生存し 続けるという 事は，それ 

が死んだ場合，当然 卵床 がよごされるであ 

ろうし，その 事が受精卵を 死に至らしめる 

第 Ⅱ 図 卵膜から 将 出した 胚 。 体長 20.5% 

l22 日経過。 側面図 
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であ ろうから， 自然的な適応だと 考えるべ 

ぎであ ると正しく指摘した。 l 一 l.5 ケ 月 

の人工胎化の 間，不受精卵は 受精卵と外見 

的には差異がない。 胎化 場 で人工胎化して 

いる。 卯の中に，吐きた 不受精卵が混じっ 

。 c いる事は，卵が 無事であ るという誤った 

カルテを作り ，生魚 家 を誤さらせる 事にも 

なりか タ a ない。 不受精卵の割合を 正しく知 

るという事は ，色々の条件下で ，生きた卵 

を使用しての 各種の試験を 行うに当って 屯 

堵 であ る。 不受精卵と受精卵とを 識別する 

技術能力 は ， 卵 05 発生最初期のスデージで 

選別を始める 廿で重典な意味を 持りてく 

る ，観察の結束，受精後 第ニ - 第ニ昼夜の 
受精卵の分割当例から ，受精卵と不受精卵 

を区別することが 出来る事が分った ( 平均 

水温 3.5 。 0) 。 既に述べた様に 受精卵の胚盤 

                                        ( 第 l 及び第 2 図参照 ) に 分 
割する。 これに反し，不受精卵の 胚盤は分 

割しないで平滑なままであ る ( 第 l2 図参 

照 ) 。 卵を固足し，卵細胞の 外表から胚盤 

を取りはずし ， それをルーペの 下で観察す 

れば，受精卵の 胚盤 は 不受精卵の胚盤から 

楽に区別することが 出来て，受精卵の 割合 

を計算することが 出来る。 

前述の方法で 算定したテフロフスク 胎化 

場 での受精卵の 割合は， この脱化 場 で採用 

L. ている卯の受精万法の 効率が高い事を 示 

じた。 親 魚が正しく選別され ，多精受精を 

行った場合，卵の 97% までが受精される。 

受精卵並びに 不受精卵の研究の 結果，受 

精卵，不受精卵共に 死滅は衝撃によるもの 

であ る事が分づた。 衝撃に対する 差異は， 

受精卵の胞胚葉形成終期以後に 明瞭に起き 

てくる。 この時期には 受精卵は外傷に 対す 

る感受性が弱くなり ，一方不受精卵はこれ 

道 通りの感受性を 維持する。 筆者の観察は 

発生過程に於ける 卯の衝撃に対する 感受性． 

を 明らかにする 目的で， さきに イ ・ェム・ 

ワ シリェ フ が入念に実施した 実験の結果と 

一致している。 この実験では ，卵は受精後 

会期 i4 から 36 日の間 ( 平均水温 3.4 。 C), 即 

ら 原腸胚の期間に 衝撃や打撃に 対し特に感 

じ易い事を示した。 晩く， 即ち，卵細胞の 

分化の過程の 終り頃 から衝撃に対する 感受 

性は弱くなる。 

次に 脾出 後の川魚，特にその 発生の特徴 

について述べる。 テ プロフスク 脾仕 場の条 

件の下では，受精後 l22-l28 日で胚は卵膜 

から 脾 出する ( 積算温度 408   420 度 ) 。 
発生の第 ]2 期   即ち下村の鰭及び 腹 鰭 
の形成から始まる。 合期 は l28@l30 (9l@ 摸 

から解由後 5 一 7 昼夜 ) から l77-l80 昼夜 

f 卵膜から隅田後 50 一 55 昼夜 ノ まで。 胚の 

比さは 24-26 から 30-3Zmm( 第 l3 図参照 : 。 

期間中に共通の 鰭嫉から 不 対の鰭が独立す 

る。 鰭嫉は再 吸収し始める ，下村 鰭 の 骨及ぴ 

肋 糸は分化する。 腹 鰭の 下縁は瞥鰭縊 前縁 

に伺って突出する。 期間の終りには 腹 鰭の 

骨及び節糸が 分化し，卵黄 嚢は細 良く仕 

り， その容積は時期当初の 容積に比し，半 

分に縮小する。 卵黄嚢の表面は 縮小する。 

それと同時に 呼吸器官としての 鯉器 管の意 

義が増加する。 鰍 升の分化が統 く 。 鯉蓋 骨 

は発達し， 吸 込む機能が強まる。 全期間中 

はは律動的な 呼吸運動を行い ， 鯉 指筒 へ刀 ・ ; 

を圧縮する，期間の 初期後半から 終期にか 

け， けは本格的なものになる。 顎に歯の原 

基 が出現し，期間の 終りには歯が 生える。 

期間の終りには 槽内の胚の体は 顕著に正 ヲ 形 

に湾曲する。 油球はこれらの 胚では卵黄嚢 

の後部に分布している ( 第 l4 図参照 ) 。 全 

期間を通じ ， 胚の行動は ， 胚がもってい 

る，軽い接触に 対する積極的な 反応に基因 

して起る。 胚は光に対しては 弱く消極的に 

反応する。 槽内でほ胚は 多数集まり互に 重 

なり合っている " 

仔魚 期の生活には 一時期   即 ち 混成栄 
養 期   卵黄 嚢 貯蔵 物と外部からの 授爵を 
する期間が含まれる。 この期間中，卵黄 葉 

の 栄養貯蔵 物を唯単に同化するばかりでな 

く， 仔 魚の体内に混和する。 即ち，卵黄 嚢 

が 縮小するに従って ，体腔内への 脂肪の貯 

蔵 が起る ， 
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第 12 図 産卵後 令朋 30 時の不受精卵 

胚盤 は分渕 しない 

固定材料， 側 内因 

仔魚 期の発生は，胚が 卵膜から船出して 

から 50 一 55 昼夜で始まる。 期間は   平均 
水温 5 。 C で約 l ケ月 続く。 仔 魚の体長は 30 

-32 から 38 一 40 柵 までになる。 任免の大き 

さは著しく変化する。 顎には歯が生える。 

口には捕捉の 機能が備わる。 腸は餌を通す 

様になり，腸壁は 蠕動運動を起す ， この期 

間の当初は，卵黄嚢の 容積は， 脾出 直後の 

胚の卵黄 弗 容積の約半分であ る。 仔魚 期の 

終りには，卵黄塵の 最後の痕跡が 姿を消 

す " 仔 点発生期の当初は ，卵黄嚢内に 大き 

な油球を保持しているが ， 晩 くには，その 

容積 が 縮小し始める。 発生が進むにつれ 

"C, 筋節の ド 端による卵黄 嚢 側壁の被ふく 

が起る。 卵黄表面に よ る呼吸は弱くなり 遂 

には消滅する。 これと関連して 呼吸の機能 

は完全に 鯉器管 に移行する。 鱗状鰭条の分 

節が生ずる。 これは始めから 尾鰭に現われ 

るが，続いて 他の緒にも現われる。 期間の 

終りには尾鰭の 上下葉の形成が 認められ， 

腎鰭搬 のなごりに縮小する。 この期間の当 

初に班点状の 色彩が現われる。 これは発育 

するにつれて 鮮明になる。 仔 魚の眼は可動 

的になる。 この時期の終り 頃 には，頭部に 

伺っての側線管の 形成過程が始まる。 槽内 

の川魚は， 仔点 発生期の全く 当初には， 接 

めぬ @ こ 対する積極的な 反応を示さない。 f. チ 魚 

は水の深所を 泳ぎ，気泡を 飲込み，それを 

浮袋と胃に充たす。 槽内の仔魚は 特に視覚 

  

を 利用して餌を 探し出す。 

稚魚期の発生の 段階は次の通りであ る。 

].  産卵湯 に 於ける稚魚肥育期 

期間の長さは   約 l ケ月 。 平均水温 
6.5 。 C 稚魚の体長は 33-40mm から 6cm まで 

になる。 卵黄嚢は完全に 吸収される。 丁度 

この時期に，天然の 稚魚の体腔内には ， 仔 

点発生別に生じた 脂肪層が見られる。 その 

結果，稚魚の 栄養はまだ混成的，即ち 外生 

及び内生的な 性格を帯びている。 内部に取 

入れた餌の消化管に 依る栄養が稚魚 期 発生 

の 初期では重きをなす。 この期間中，鰭の 

分化が継続される。 尾鰭の上下葉は 発達す 

る。 鰭には鱗状鰭条の 分節数が増加する。 

頭 ，胴及び尾部の 側線管が形成される。 管 

形成の過程は ，稚魚では，体長 6 一 7cmr で 

完了する。 稚魚は非常に 活動的になる。 稚 

魚は視覚に依って 体の動きを，水中のみな 

らず，水上でも 知覚し，水の 動ぎに対して 

は全く敏感になる。 稚魚は群を形成する。 

べ ・ ヤ ・ レワ ニ ドヴ (194 銭の資料に依れ 

ば，期間中稚魚の 体重は毎日 5-8% 増加 

する。 稚魚によって l 日に食べられる 餌の 

壱は ，その体重の 約 拷に 及ぶ。 餌は主に， 

双翅類の幼虫 や シクロッ ゾス 及び - 部 ダソ 

ニ ャ の類であ る。 槽内の稚魚は 卵床から這 

い出して来た 稚魚と同じ様になる。 



2. 稚魚の降 河期 

べ ・ ヤ ・ レワ ニ ドフ の資料 ぐ l953) によ 

れば， デブリ湖からの 稚魚の降 阿は 5 月に 

始まる，即ち 卵 床から出た最初の 稚魚が， 

湖 内及び河川や 湖沼を結ぶ小流に 現われて 

か わ 約 l ケ月 たって始まる。 テ フ p フスク 

胎化場の従業員の 資料に依れば ，湖からの 

稚魚の降河は 継続し，基本的には 6 月中に 

終る，同船 仕 場で集めた資料から 判断すれ 

ば，体長 6 一 7 ㎝に 注 すると稚魚は 湖内に 

滞留したくなる。 この頃 には，稚魚の 鮮の 

分化過程が終了する。 頭部，胴及び 尾部の 

側線管形成も 完了する。 テ プロフスク養魚 

場職 典の観察によれば ， 降刊 する稚魚はお 、 f 

をなしている。 稚魚は特に 瓜 極性の小物を 

餌にしている。 稚魚の降 何 は ， 始めは緩慢 

                    テ フコ湖とビロ 河を結ぶ水路に   
連なって降る。 

辮化 以後の期間十，発生．には 水温，水中 

溶存 酵素 最 ， 光 ，その他浮袋や 宙に空気を 

      

第 Ⅱ図 体長 3l                                                                 
仲川から 仔 色川 ド 移行する 段肚 

/"       

第 l5 図 ℡Ⅲ， 体尺 4 Ⅱ ぐ n, 降河 向の段階 

第 lB 図 体技 30.5mmr り胚 ， 地ド " 発ハ． 

川曲 図   
段階 

充填する際に ， 胚が存在している 養成器の 

性格等が影響する。 この期間中，槽内で 鮭 
が 維持する環境条件は ，天然の環境条件と 

体質的に興っている。 天然の条件の 下 て 卵 

膜から 脾 出した後の鮭の 発生に見られる 特 

徴は次の通りであ る。 

1@ 胚は，ばらばらに 小石の間に潜み ，そ 

れらは主に頭をⅠ                                                       
果 ，油球は卵黄裏 の前部に納まって い 

    
小利 鰭 鱗状鰭条の分節開始と 時を同じく 

し，卵黄嚢の 吸収は時と共に 著しくな 

@), 浮袋が空気で 充填される遥か 以前 

に ， 仔 魚は外界の町による 栄養に移行す 

る。 ぐ 第 l6 図参照 l     
4i 光の欠乏と関連して ， 正式に視覚は 分 

化しない。 

5l 浮袋には稚魚が 即応 か 。 出ろ迄は空気 

が充されていない。   
休眠の状態で 充分卵黄 嚢 は な 吸収し ，不 

村 鰭 並びに 対 鰭の形成を終了する。 続い 

て 稚魚で浮袋に 空気が充満される ， 

7@ 卵黄嚢の吸収に 従って，稚魚の 体枠内 

に脂肪の蓄積が 行われる。 これは稚魚が 

発育する場での 少い餌料 に対応する為の 

ものであ る。 

卵膜から船田後，槽内で 発育する鮭の 発 

生． ヒの 特徴は次の通りであ る， 

い 平坦な底の上にいる 胚は多数集り ， お 

互に 竜 0 合う， ニ 0 集積の下 積 になった 
胚は，酸素不足という 条件下にあ ること 

が分り，胚の 群を分放させる 処理が遅れ 

た場合，呼吸困難から 死滅させる可能性 

があ る。 胚は主に頭を 下方 に 向けてお 

り， このため油球は 卵黄兎の後部に 納ま 

り，内臓部をねじⅢずている． ， 弟 l4 図 

参照 ) 

2; 槽内で発生した 唯 %. : 天然の稚 角止興 

2.7 



9% は餌を摂 り 始める双に，空気を 呑 恩 

み ，それを浮袋や 胃に充填する。 即ち空 

気による浮袋の 充唄の過程が 尚早かつ変 

則的に行われる " 

3l 空気を呑込んでから 間もなく，稚魚は 

外部栄養に移行する。 然し胃の中に 空気 

が存在する市は ，何の取人をⅢ妊にす 

    
球は腸を企ませ ，吏には餌の 通過を阻古 

する， 

5) 槽内の稚魚は 遊泳えの移行が 甲い 。 即 

ち小村 鰭 鱗状鰭条の分節が 起り始めた 状 

態で，大きな 卵黄 嚢 をつげて 濫泳に 移れ 

する。 

6l 槽内の深い水に 入れられた 仔 魚は運動 

をよぎなくされ ， このことは任免なし 

て， 消 托させ， 仔 点発生期の終りに @ ， 
槽内の仔魚の 体腔内には，即応 か ㌧の打   

魚 と比 校し，脂肪が 約 4 倍も少くなって 

    
形成が進み，従って 卵床 内で発生した 稚魚 

と興 り，主として 視覚器 管 Ⅰ触感ではなく 

て @ ク Ⅶ 助 げで餌をあ さる。 
槽内では 仔 魚は自然条件の 仔 角   よりも， 

より若い合期 で ，文末発向の 状態で 汎泳に 

移行する。 従づて ，卵黄 嚢 吸収双に河 Jll ソ Ⅰ 

に稚魚を放流することは 不都合であ る。 同 

時に 仔魚に 敏く市の出来ない 餌が槽内には 

仔 任せぬことから ， 仔魚に 餌を宇えるよう 

配慮する必要があ る， デ プロフスタの 胎化 

場 では 仔魚に 対する餌付は ， うまく実施に 

移されている 

卵膜かわ 岬 Ⅲ後の，天然と 槽内との 鮭 発 

生条件の著しい 差異 は ， 仔点 発生．期に於 

て，槽内の仔 魚に 前述の的形構造を 引起 

す．門内に空気のあ る 仔 魚は正常に栄養を 

取ることが出来ない．油球の 変形に よ る 腸 

雙 の衰退 は ，同時に 又 餌の通過をも 阻害す 

るこの 畝 陥は後に外見的には 消滅するが， 

やはり我々はそれを 考慮に入れて ， これを 

除く方法をさがさなければならない。 工業 

化と急速な植民と 1 、 う 環境条件の中で ，ハ 

バロフスク地方の 人工船化 場は， 鮭の数的 

な回復を助長する 重要な施策として 大きな 

意義をもっている。 脾仕 場の作業中の 欠陥 

は排除出来るし ， 又 排除しなければならな 

い， 僻 仕場の 鮭 稚魚の発生条件を 天然での 

稚魚発生条件に 近づける目的で 槽の改良を 

行う必要があ るこの車は脾化 場 かも放流す 

る 稚魚の頁的な 向上を可能ならしめる。 

筆者は ， 底に大 き Ⅱの疎石を数居敷きつ 

めた器具内に 船出した 仔 魚を置くという ，   二 コリスク及び ア ・ イ ・スミ       

ヮの 提案を支持する。 彼等の設計計画に ょ 

ねば， 器 内の水は礫問を 通し下方から 供給 

される様であ る。 この器具内で 鮭の稚 角 、 

は， 自然の遮蔽物として 疎石を必要とする 

様であ る。 疎石の間を通じ ，下方から水が 

惨 透する事は，磯間の 隙間に存在する 稚魚 

をして，呼吸困難にた ろ 死の可能性か わ， / Ⅱ 

ることになる。 新 らしい 装 胃の効果につい 

ては実際に試験してみら げ ねばなしない。 

又 新 し しい条件の下で 飼育された稚魚の 状 

態や行動は，天然の 卵 床 かち出た稚魚や ， 

従来の槽の中で 飼育された稚魚の 状態や行 

助 と比較じなければならない ， 

終りに臨み，   :, 三の同， @ が 脾 仕場の鮭 

の増殖法を否定する 論拠にしょうとしてい 

る 器具が内臓する 条件に依ると 思考され 

る槽内稚魚の ，状態及び行動上の 畝陥を除 

去する事を私は 強調しておぎたい。 既に述 

べられた 畝陥は ，胎化 場 での稚魚飼育の 環 

境条件を適当な 方法で改善する 事によ， > て 

除去することが 出来る。 従って胎化場の 増 

殖万法 を ，公然と否定する 丁は大きな誤り 

であ る。 鮭の人工増殖は ，鮭の数的な 回復 

を う ながす万法として ， まさに重要な 意義 

を 有するものであ る，飼育技術の 畝 陥 を児 

出し，時宜を 得てこれを取り 除く 亨 こそ， 

胎化 場によ る稚魚の生産性を 高め， 鮭 資源 

の迅速な回復を 助長するてだてとなろ う 

結論として， テ フ戸 フスク胎化 場 での， 
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正しい親魚の 選別，多精受精による 卯の受 

精が，高い受精率即ち 97% 或はそれ以上の 

高率を示しているという 事実を汀 祝 じなけ 

ればならない。 

脾 仕場での卵の 受精率は，固定された 卵 

からはがした 胚盤の構造を 基にして定めら 

れるべぎであ る。 即ち受精率は ，受精後 第 

，， 第 " 昼夜の間で定めたければならない 
。 ド 胸水温 3.5 。 C で胚盤葉期 ) 。 この方法は 

受精後，当初に 人工将仁 卯 の 卵質 判定をす 

るてだてともなる。 

水牛菌の繁殖から 卵を守るためには ，既 

に述べた様に ，受精後の余剰精液，凝血そ 

の他 卵 快を汚す 粘 質物を入念に 洗い流す事 

が必要であ ろ・その後は．卵を ィ ・ェム・ 

ワ シリェ フ の創意工夫に 成 る，じょうろで ， 

周期的 沈淋 する必要があ る。 

人工船化の全期間を 通じ，且つ又将 出期 

をも含めて，卵を 殺したり，或は 胚や仔 魚 

に埼 形を生ぜしめる 様な，震動や 衝撃から 

卵を保護しなければならない。 

仔 点発生期を過ぎ 卵黄嚢を吸収した 稚魚 

には， 仔魚に 必要な餌の存在しない 槽内で 

は給餌する必要があ る。 

僻出 後の稚魚を発育させる 養成器及び給 

水の装置は改良しなければならない ， 

卯の人工 脾 任期間申及び 卵膜から 脾 Ⅲし 

た後の稚魚の 発育期間中，槽内の 水 tJM 状態 
を， 定 最良に保つ必嬰があ る。 

「訳者 屯 江水芹胎化 場 温水増殖係長 J 
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